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FI パ フ ォ
ー

マ ン ス にお け る加齢の 効果 （3 ）

　　北川　 公 路

（駒澤大学　文学部）

　 定間隔 （fixed−interval： FD 強化 ス ケ ジ ュ
ー

ル

の 下 で の 人間の 行動は 2 つ の 反 応 パ タ
ー

ン に分

かれ る 。 ひ とっ は、イ ン タ
ーバ ル 間で 多 くの 反

応 を示す高比 率反応 パ タ
ー

ン （Lender，　Lippman，

and 　Meyer，1968）、 も う
一

つ は 、 イ ン タ
ーバ ル

間 で 少 な い 反 応 を 示 す 低 比 率反 応 パ タ
ー

ン

（Baron，
　Kaufinan

，
　and 　Stauber

，
1969）である。

実験場面にお い て 被験者が 、こ の よ うな反応を

示す理 由は い くつ か が 指摘 され て い るが
、 加齢

が FI パ フ ォ
ーマ ン ス に い か な る 効果 を及 ぼ す

か とい う点に つ い て は，い まだ 不明 の 部分 も多

い D

　北川 ・小野 （1995） は、制限時間付 （LH5s ）

FI60 秒 ス ケジ ュ
ー

ル の 下で は、成 人期 以降 の

3 つ の 年齢層 群 間で 反応 パ タ
ー

ン が異な る こ と

を明 らか に した。すなわち、加齢に伴 い 反応頻

度、反応速度の 増大 、お よび 強化後の 反応休止

の 減少 とい う結果 を示 した 。 また 、北川 （1998）

にお い ては 、高年齢層群の み 、反応頻度、反 応

速度の増大、お よび強化後の 反 応休止 の 減少 と

い う結果が示 された。

　本研 究は FI ス ケ ジ ュ
ー

ル にお ける加齢 の 効

果 を さらに検討す るた め に、よ り短 い FI イ ン

タ ーバ ル の 下で の 反応パ ターン を成人期以降 の

3 つ の 年齢層群間で 調べ た もの で あ る 。

　　　　　　　　　方　法

【被験者】

　低年齢層群 ：22〜 25 歳 8 名 （男女各 4 名 ・

平均 23．3 歳）。中年齢層群 ：30〜38 歳 （男女各

4 名 ・
平 均 34 歳）。高年齢層群 ： 71 〜86 歳 8 名

（男女各 4 名 ・平均 79 歳）。

【装置】

　 ス チ
ー

ル 製 の 反 応箱 （21 × 38 × 21cm ）を 実

験装置 とし て使用 した。被験者に 向か っ て い る

パ ネル の 下段 中央に反応用ボ タ ン が 1 個、ボ タ

ン の 上に緑 の 色 光刺激提示 ラ ン プ 、上 段中央に

強化 ラ ン プ （オ レ ン ジ色 ライ ト）が あ る。実験

者 と被験者は、つ い たて をは さんでお 互 い の顔

が 見えない よ うに し た。実験の 制御 と記録 はパ

ー
ソナ ル コ ン ピ ュ

ー
タ NEC 　 PC98RX を使用 し

た。

【手 続き】

　 FI20秒 ・LH （Limited　Hold）5 秒 ス ケ ジ ュ
ー

ル を 20 分 間行 っ た
。 被験者 には 実験 の 概略 を

記 し たボ ー ドを 示 し な が ら、「緑 色 ライ トが つ

い て い る とき に ボタ ン を押 し て 、オ レ ン ジ色 ラ

イ トを つ け て 下 さ い
。 オ レ ン ジ色ラ イ トを つ け

る に はある
一

定 の 時間が経過 して か ら、ボ タ ン

を押す こ とが必 要で す。また時間が経過 しすぎ

る とボ タ ン を押 して もライ トは つ きませ ん。」

とい う教示 を与え た。

　　　　　　　 結果及び考察

　 以 下 の 3 つ の 反 応測度 につ い て 3 つ の 年 齢層

群を比 較 し た。  各被験者 の 1 分毎の 累積反 応

数 。   強 化 後 の 反 応休 止 （post−reinforcement

pause ：PRP ）： 強化 子 提 示 か ら 、 次 の イ ン タ
ー

バ ル の 初発反応 出現まで の 時間の 平均値。  各

被験者 1 強化あ た りの 反応数 （running 　rate ）

の 平均値 ： 初発反応 か ら強 化子提示 ま で の 反応

率 。

　Fig．1 は、各被験者 の 累積反応数、　 Fig．2 は各

被験者の PRP の 結果 を各年齢層別 に 示 し た も

の で あ る。Table　 1 は ラ ン ニ ン グ レ
ー

トを IO 秒

あた りの 反 応数に換算 した も の の 平均で ある。

全体 とし て 以 卞 の こ とが明 らか で ある。 （1 ）

低 ・中年齢層群は 、累積反応数 が少な い の に 対

し、高年 齢層 群に なる と累 積反応数が 多い も の

の 割合 が 増加する。
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Fig．1　各被験者の累積 反応数

（SEC ）
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Table　1　各被験者群の 10 秒あた りの 反応

　　　　 （running 　rate ） の 平均値

1低年齢層群 中年齢層群 高 年齢層群

6．14 5．74　　　　 1g．41

Fig．2　各被験 者 の PRP の 平均値

（2 ）低 ・中年齢層群 で は PRP が全 体的に 長

い が 、高年齢層群は短 い もの と長 い もの に分か

れ る。（3 ） の ラン ニ ン グ レ
ー

トの 比較にお い

て 、低 ・中年齢層群は少 な い の に 対 し、高年 齢

層 は多くな っ て い る 。 こ の よ うに、本 実験では 、

高年齢層群 の みが 、反応頻度、反応 速度の 増大

と い う結果 を示 した 。 しか し、 3 つ の 反応測度

の 結果か ら分か る よ うに ，短 い FI イ ン タ
ーバ

ル では ， 北川 ら （1995） と北川 （1998） と異な

り、低 ・中年齢層群 の 反応 パ タ
ー

ン と同様 の 反

応パ タ
ーン を示す高年齢層群 の 被験者 もみ られ

た。
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